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１．はじめに

　横須賀温泉は、神奈川県南東部の三浦半島の中央にあり、

東京湾と相模湾に面した横須賀市に位置している（図１）。

温泉の歴史は古く、大楠山の北東にあった自噴泉は１２世

紀頃の鎌倉時代に傷ついた鶴の湯浴みによって発見され、

三浦氏一族の隠し湯とも伝えられる（伊藤ほか、１９８９）。　

　１９５８（昭和３３）年頃から自噴泉が温泉台帳に登録され、

１９８３（昭和５８）年頃から井戸が掘削され、源泉が増加した。

１９９９（平成１１）年度末の温泉利用状況等は、表１のとおり

自噴泉２箇所、動力揚湯泉２箇所で利用され、５箇所が未

利用であり、それらの深度は０～１００５m、標高は５～７４m

である（神奈川県生活衛生課資料）。

　１９９６（平成８）年度に温泉保護対策の推進に活用するた

め、横須賀温泉の温度、湧出量、化学成分の現況を把握す

る温泉保護対策調査が神奈川県生活衛生課の委託により

当所等が行った（神奈川県温泉地学研究所、１９９７）。

　本稿では、今までの分析データを整理するとともに、分

析データから横須賀温泉の化学成分について考察を加え

たので報告する。

２．横須賀温泉の化学成分の特徴

　横須賀温泉の今までの分析データを記載し、その中から

総硫化水素を分析している最新のデータ（表２）を選び、考

察に用いた（台帳番号は横須賀第１号をYS１のように略記

する）。

　図２～４は、化学成分の総量と塩素イオン、硫酸イオン、

炭酸水素イオンの関係を示す。

　横須賀温泉は主に総硫化水素の有無と化学成分の総量

の多少により３種類に区分できる。

　タイプAの温泉（YS１，２）は、自噴泉で、総硫化水素が

２.４７～２.８３mg/l と多い。湧出孔付近は硫黄の白濁があり、

硫化水素臭が匂う特徴がある。pH８.６～９.４のアルカリ性

で、総量が６１３～１３５０mg/l、ナトリウムイオンが１２１～

４３２mg/l、塩素イオンが４０.３～３２６mg/l、炭酸水素イオン

が３００～４３１mg/l である。

図１　横須賀温泉の位置
 ○：源泉（YS：横須賀の略）、×：河川の採水地点

表１　横須賀温泉の利用状況等
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表２　考察に用いた横須賀温泉の分析データ

図２　総量と塩素イオンの関係 図４　総量と炭酸水素イオンの関係

図３　総量と硫酸イオンの関係

図５　横須賀温泉のトリリニヤーダイヤグラム
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　タイプBの温泉（YS３，４，５，１０）は、深度３４～１２６m

で、総量が６６０～１５４０mg/l である。多くの源泉が薄茶褐

色に呈色しており、pH７.７～８.８、ナトリウムイオンが

４６.２～４６２mg/l、塩素イオンが２０.４～３５６mg/l、炭酸水

素イオンが２２７～９１８mg/l である。陰イオンでは炭酸水素

イオンが卓越している。

　タイプCの温泉（YS６，８）は、深度１５０～１００５mで、総

量が３１３０～１３０００mg/l と多い。薄茶褐色で、pH７.８～８.６、

ナトリウムイオンが９８０～４２９０mg/l、塩素イオンが１２２０

～７１６０mg/l、炭酸水素イオンが２８３～７７０mg/l である。

陰イオンでは塩素イオンが卓越している。

　また、横須賀温泉の主要イオンの比率によるトリリニ

ヤーダイヤグラム（図５）をみると、ほとんどの源泉はアル

カリの割合が９０～１００％で、アルカリ炭酸塩又はアルカリ

非炭酸塩の領域にあることがわかる。但し、タイプBの

１箇所（YS１０）はアルカリの割合が６０％、アルカリ土類の

割合が４０％になっている。

３．泉質と地質の関係

　江藤ほか（１９９８）によると、三浦半島の最高峰である大楠

山付近は三浦層群の逗子層が分布している。総硫化水素が

多くアルカリ性を示すタイプAの温泉は、逗子層の泥岩中

に含まれる硫化鉄によると推定している。

　薄茶褐色に呈色し、ナトリウムイオン、炭酸水素イオン

が卓越しているタイプBの温泉は、腐植質を含む地層の影

響が推定される。

　また、化学成分の総量が多く、ナトリウムイオン、塩素

イオンが卓越しているタイプCの温泉は、海水の影響が推

定される。

４．まとめ

　横須賀温泉は主に総硫化水素、化学成分の総量の多少に

より３種類に区分できる。

　タイプAの温泉は、自噴泉で、総硫化水素が２.４７～

２.８３mg/l と多く、総量が６１３～１３５０mg/l である。

　タイプ Bの温泉は、深度３４～１２６mで、総量が６６０～

１５４０mg/l であり、多くの源泉は薄茶褐色に呈色しており、

ナトリウムイオン、炭酸水素イオンが卓越している。

　タイプCの温泉は、深度１５０～１００５mで、総量が３１３０

～１３０００mg/l と多く、ナトリウムイオン、塩素イオンが卓

越している。
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Appendix Ⅰ　横須賀温泉等の分析データ
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